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公安委員会定例会議(第23回)の開催状況 

 

第１ 日 時 令和元年９月11日(水) 

       午後１時30分 ～ 午後５時00分 

   

第２ 出席者 渡部委員長、増田委員、曽我部委員 

本部長、総務室長、警務部長、首席監察官 

生活安全部長、刑事部長、交通部長、警備部長 

警察学校長、情報通信部長、総務課長 

 

第３ 議事の概要 

 １ 委員長説示 

   私が好きな歌「もしもピアノが弾けたなら」の２番の歌詞の中に「・・・

人を愛した喜びや 心が通わぬ悲しみや おさえきれない情熱や・・・」と

いうのがところがあります。 

   この歌詞には、人の日常はうれしいことや悲しいことの繰り返しで、時

に人を傷つけて深く悩むことや、自分の心をうまく伝えられなくて、もど

かしさを感じていることなど、人間のいろいろな感情を優しいメロディー

にのせて表現していると感じています。 

   そして、ピアノを演奏する人の指先の動きを見ていると、演奏に込めら

れた強い思いや、豊かな感性を感じるとともに、“何事にも正直に真剣に

心を込めてがんばりなさい”というメッセージを伝えているようにも思え

るのです。 

今、県警察には解決すべき諸課題がありますが、篠原本部長が愛媛県警

察に着任され、組織に新しい風が吹き込まれたと感じています。 

   県民に“県民の安全･安心に真剣に取り組む”という本部長の強いメッ

セージが伝わるよう、今後の活躍に期待しています。 

    

２ 決裁事項 

 ⑴ 公安委員会定例会議の会議録について 

    総務室から、令和元年第22回公安委員会定例会議の会議録について伺

いがあり了承した。 

   ⑵ 苦情申出の受理について 

    総務室から、公安委員会宛て苦情申出の受理について伺いがあり了承
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した。 

  ⑶ 審査請求に係る審理経過及び裁決について 

交通部から、審査請求に係る審理経過及び裁決について伺いがあり了

承した。 

  ⑷ 警察職員の援助要求について 

    警備部から、警察職員の援助要求に対する回答について伺いがあり了

承した。 

  ⑸ 運転免許の行政処分に係る意見の聴取･聴聞について 

    交通部から、運転免許の行政処分に係る意見の聴取及び聴聞結果につ

いて報告があり、審議の結果19件の行政処分の決定について伺いがあり

了承した。     

   

３ 報告事項 

  ⑴ 令和元年９月定例県議会の開催について 

   総務室長から、令和元年９月定例県議会の開催について報告があった。 

 ⑵ 「愛媛県警察音楽隊秋のプロムナードコンサート」開催予定について 

   総務室長から、「愛媛県警音楽隊秋のプロムナードコンサート」の開

催予定について報告があった。 

 ⑶ 令和元年夏季人事異動日程の変更について 

   警務部長から、令和元年夏季人事異動日程の変更について報告があっ

た。 

 ⑷ 令和元年度第１回管区監察の受監結果等について 

   首席監察官から、令和元年度第１回管区監察の受監結果等について報

告があった。 

  ◇ 委員から 

    当たり前で行っている業務も、外部からの指摘で誤りに気付くこと

もあり、改善の機としてほしい。 

  との発言があった。 

⑸ 自転車盗難防止対策「えひめの愛錠ロック作戦」の本格運用について 

   生活安全部長から、自転車盗難防止対策「えひめの愛錠ロック作戦」

の本格運用について報告があった。 

⑹ 誤認逮捕事案について 

   刑事部長、総務室長から、誤認逮捕事案について報告があった。 
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 ⑺ 交通重大事故防止３か月対策（第４期）の推進方策案について 

   交通部長から、交通重大事故防止３か月対策（第４期）の推進方策案

について報告があった。 

 ⑻ 初任科生卒業式の実施について 

   警察学校長から、初任科生卒業式の実施予定について報告があった。 

 ⑼ 苦情の受理及び処理状況について 

   総務室から、令和元年８月末の苦情の受理及び処理状況について報告

があった。 

 ⑽ 特殊詐欺事件の検挙について 

   刑事部から、特殊詐欺事件の検挙について報告があった。 

 ⑾ 横断歩行者保護に資する交通安全施設の整備状況について 

   交通部から、横断歩行者保護に資する交通安全施設の整備について報

告があった。 

   

４ その他 

⑴ 本部長から、「９月９日付けで本部長として着任した。公安委員会の

御指導をいただきながら、県警察の諸課題についてしっかりと取り組ん

で参りたい。」との発言があった。 

⑵ 委員から、「先日の新聞に、県内で不審電話が相次ぎ特殊詐欺警報が

発令されたこと、また、都内では10万枚もの架空請求はがきが押収され

たことが報道されていた。作家五木寛之が新聞に連載する“新･地図の

ない旅”には、振り込め詐欺の電話があったことを賑やかに話題にして

いる中年マダム達の様子が描写されていたが、このような会話をする人

であれば特殊詐欺の電話には騙されない。詐欺の新しい手口を素早く紹

介し、広報を反復継続することで、あらかじめ警戒できる態勢を整え、

話し相手のいない一人暮らしの高齢者や詐欺の電話を真面目に受け取っ

てしまう人達が、騙されることのないよう取り組んでほしい。」との発

言があった。 

以上 


